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２
月
10
日
に
行
わ
れ
る
上
桧
木

内
地
区
の
小
正
月
行
事
、「
紙
風
船

上
げ
」
は
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災

な
ど
の
願
い
を
込
め
、
巨
大
な
紙

風
船
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
浮
か
び

上
が
る
紙
風
船
の
燈
火
が
夜
空
に

き
ら
め
く
真
冬
の
風
物
詩
で
す
。

　

約
２
ヵ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
上
桧

木
内
の
８
つ
の
集
落
で
は
、
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。
図
柄
の
選
定
、

紙
の
裁
断
、
下
絵
、
色
塗
り
等
、

地
域
で
力
を
合
わ
せ
進
め
ま
す
。

　

通
常
の
倍
の
高
さ
、
36
尺(

約
12

ｍ) 

の
巨
大
紙
風
船
を
作
る
、中
泊
・

寺
村
集
落
で
は
こ
の
日
、
会
館
と

紙
風
船
館
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
手
に
筆
を
持
ち
、
皆
一
心
に

下
絵
に
色
を
塗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

紙
風
船
は
、
絵
や
文
字
を
描
い

た
和
紙
を
４
枚
貼
り
合
わ
せ
、
下

部
に
は
通
常
、
竹
の
輪
っ
か
を
取

り
付
け
完
成
し
ま
す
が
、
巨
大
紙

風
船
に
は
板
を
使
っ
た
、
特
別
の

輪
っ
か
が
使
わ
れ
ま
す
。「
軽
く
す

る
た
め
板
の
中
を
く
り
、
抜
い
た

り
工
夫
し
て
る
が
、
直
径
が
12
尺

(

約
４
ｍ)

あ
る
の
で
約
15
キ
ロ
ほ

ど
。
こ
れ
に
紙
が
組
み
合
わ
さ
る

と
25
キ
ロ
か
ら
30
キ
ロ
く
ら
い
に

な
る
」
と
の
こ
と
。

　

紙
風
船
館
の
交
流
室
で
は
そ
の

巨
大
紙
風
船
用
の
和
紙
が
広
げ
ら

れ
、
下
書
き
に
絵
付
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
き
さ
は
交
流
室

の
半
分
ほ
ど
に
も
な
り
、「
こ
こ
位

の
広
さ
が
な
い
と
作
業
が
で
き
な

い
」
と
の
話
も
納
得
で
す
。

　

今
年
の
図
柄
は
、
年
末
に
発
見

の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

「
ク
ニ
マ
ス
」
と
地
元
の
大
事
な
交

通
手
段
「
内
陸
線
」
で
す
。
皆
さ

ん
は
絵
の
具
の
色
合
い
や
、
塗
り

方
な
ど
細
か
く
確
認
し
合
い
、
作

業
に
没
頭
。
紙
風
船
作
り
は
午
後

も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
巨
大
紙
風
船
の
他
、

各
集
落
が
作
成
し
た
武
者
絵
や
美

人
画
が
描
か
れ
た
紙
風
船
が
、
夜

空
に
１
０
０
個
あ
ま
り
打
ち
上
げ

ら
れ
、
大
勢
の
観
客
を
今
年
も
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
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地
域
で
支
え
る
伝
統

上
桧
木
内
の「
紙
風
船
上
げ
」

地
域
で
支
え
る

36
尺
巨
大
紙
風
船

み
ん
な
の
願
い
が
夜
空
に

伝
統
の
小
正
月
行
事

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ

36 尺用の輪っかは工夫を凝らし強く、軽く

紙風船館では、中泊・寺村集落と宮田集落の
作業も大詰め。皆さん一致団結し、手際良く
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冬まつり・小正月行事

　武者絵や美人画などが描か
た紙風船が冬の夜空に舞い上
がります。 
◆日　時　2 月 10 日（木）
　　　　　15:00 ～
◆会　場　西木町紙風船広場
◆交　通　秋田内陸線「上桧木
　　　　　　内駅」から徒歩 7 分
◆問合せ　仙北市観光課 (43)3352

　およそ 400 年の歴史を持つ小正
月の伝統行事「火振りかまくら」
火振り体験、武家屋敷ライトアッ
プ、冬花火等行います。ぜひ会場
にお越しください。
◆日　時　2 月 13 日 ( 日 ) ～ 14 日 ( 月 )
　　　　　(13 日 17:00 ～ )

◆会　場　(13 日 ) 桜並木駐車場 (14 日 ) 各町内会場で開催
◆問合せ　角館町観光協会 (54)2700

　    松葉・相内の裸参り
◆期　日　2 月 20 日 ( 日 )
◆会　場　西木町桧木内字松葉
◆交　通　秋田内陸線「松葉駅」
　　　　　から徒歩 5 分
◆問合せ　仙北市観光課
　　　　　 (43)3352

　  中里のカンデッコあげ
◆期　日　2 月 17 日 ( 木 )
◆会　場　西木町桧木内字中里
　　　　　( 賽之神堂前 )
◆交　通　秋田内陸線「羽後中里
　　　　　駅」から徒歩 2 分
◆問合せ　仙北市観光課 (43)3352

　　　　　なろか
◆期　日　2 月 17 日 ( 木 )
◆会　場　仙北市役所田沢湖庁舎前
◆交　通　ＪＲ田沢湖駅から
　　　　　徒歩 5 分
◆問合せ　仙北市なろか保存会
　田沢湖健康増進センター (43)9071

上桧木内の紙風船上げ火振りかまくら

田沢湖高原雪まつり
白岩城址燈火祭

楽しむ！冬の仙北市

第 48回 

な
ま
は
げ

   

柴
灯
ま
つ
り

日
時　

２
月
11
日(

金)

～
13
日(

日)

　
　
　
　

16:

00
～
20:

30

場
所　

男
鹿
市
北
浦　

真
山
神
社

　
　
　

男
鹿
真
山
伝
承
館
な
ま
は
げ
館

主
催　

な
ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り
実
行
委

　
　
　

員
会　

男
鹿
市
観
光
商
工
課
内

　
　
　

０
１
８
５(

24)

９
１
４
１

列車のご案内
　ＪＲ東日本男鹿駅　
　 0185(23)2345
行き　秋田駅発　14:42　15:48　16:44
　　　男鹿駅着　15:40　16:43　17:41
帰り　男鹿駅発　21:37
　　　秋田駅着　22:44

臨時バスのご案内
　秋田中央交通男鹿営業所
　 0185(23)2323
男鹿駅→祭会場
　15:50 → 16:35
　16:50 → 17:35
　17:50 → 18:45
祭会場→男鹿駅
　20:45 → 21:30
片道料金
　大人 300 円
　小人 150 円

　なまはげ柴灯まつりは、男鹿半島地区伝
統の民俗行事「なまはげ」と神事「柴灯祭」
を組み合わせた冬の観光行事で、男鹿市北
浦の真山神社を会場に開催されます。神社
境内に焚き上げられた柴灯火のもとで繰り
広げられる、勇壮で迫力あるなまはげの乱
舞は見る人を魅了します。
宿泊のお問い合わせ

（社）男鹿市観光協会　  0185(24)4700

　中世、近世の白岩の栄
華をかがり火の光で再現。
ファンタジーの世界をお
楽しみください。
　花火打上げ、ゴム風船
飛ばし、火振りかまくら、
元気白岩ひでこ節踊り、白岩節披露ほか。
◆日　時　2 月 12 日 ( 土 )17:00 ～ 20:00
　　　　　雨天・強風の場合は 13 日 ( 日 )
◆会　場　白岩平城ほか
◆問合せ　～白岩村おこし～プロジェクトＳ
　　　　　（代表：下田） (53)2485

　雪像コンテスト、けっち
ぞり世界大会、雪まつり花
火、お祭り屋台などなど、
イベント盛りだくさん。ぜ
ひ会場にお越しください。
◆日　時　2 月 18 日 ( 金 ) ～ 20 日 ( 日 )
◆会　場　たざわ湖スキー場特設会場
◆問合せ　田沢湖観光情報センター
　　　　　　　　「フォレイク」 (43)2111

男鹿温泉郷→祭会場
　18:15 → 18:45
祭会場→男鹿温泉郷
　20:45 → 21:15
片道料金
　大人 200 円
　小人 100 円
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金　賞
山口隆真 ( 角館小 1) 佐々木美祐（中川
小 1）橋本凌花 ( 角館小 2) 千葉由希 ( 神
代小 3) 藤原瑠南 ( 中川小 3) 布谷那奈
( 神代小 4) 戸澤彩 ( 角館小 4) 佐々木茉
祐 ( 中川小 4) 小野凌華 ( 生保内小 5) 
工藤周 ( 神代小 6) 戸澤咲子 ( 角館小 6) 
細川竣平 ( 神代中 1) 千葉静香 ( 角館南
高 2) 芳賀小春 ( 角館南高 2) 橋本菜央
( 角館南高 2)

　

公
民
館
主
催
の
第
６
回
新
春
書

き
初
め
大
会
が
、
１
月
７
日
に
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
小
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
44
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
白
う
さ
ぎ
」「
山
水

秋
田
」
な
ど
各
学
年
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
課
題
に
取
り
組
み
、
一
字
一
字

に
新
年
の
思
い
を
込
め
て
、
い
き
い

き
と
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

「
奄
美
の
島
唄
」
コ
ン
サ
ー
ト

実
力
派
歌
手
二
人
、
聴
衆
魅
了

一筆に思いを込めて
第 6 回仙北市新春書き初め大会

仙北市雇用創造推進協議会
雇用機会創出目指す事業構想が採択

　

１
月
11
日
、
仙
北
市
地
域
婦
人

連
絡
協
議
会
恒
例
の
「
新
春
の
つ

ど
い
」
が
西
木
町
ク
リ
オ
ン
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
員
約
60
人
が
参
加
し

て
、
今
年
１
年
の
活
動
の
充
実
を

誓
い
合
っ
た
ほ
か
、
市
教
育
委
員

会
の
熊
谷
教
育
長
を
講
師
に
「
楽

し
く
ゆ
っ
く
り
、
子
育
て
・
孫
育
て
・

自
分
育
て
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
、
会
員
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　１月 16 日、市民会館自主事業「奄
美の島唄」コンサートが行われました。
　出演のＲＩＫＫＩさん、築地俊造さ
んは、共に民謡日本一に輝く奄美民謡
の実力者。奄美民謡の特徴を音程の高
さやこぶし、ファルセットと説明を交
えながら、角館町出身の菅原弘明さん
がアレンジした、ロック調やバラード
調の曲に合わせ、すばらしい歌声を披
露。訪れた皆さんを楽しませました。

　

雇
用
情
勢
の
厳
し
い
地
域
に
お
い
て
、

雇
用
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た｢

地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業｣

に

仙
北
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
の
事
業

構
想
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
先
に
採
択
さ
れ
た

「
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」
に
よ
り
育

成
さ
れ
た
人
材
を

活
用
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
や

地
場
産
品
の
販
路

開
拓
を
行
い
、
地

域
の
雇
用
機
会
を

波
及
的
に
増
大
さ

せ
る
効
果
が
見
込

ま
れ
る
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
３
月

上
旬
開
始
）

仙
北
市
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

地
域
の
活
性
化
は
婦
人
パ
ワ
ー
で 日

本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
養
成
基
礎
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

　大仙仙北広域圏日本語講座では、
大仙市大曲交流センターを会場に、
全５日間の日程で日本語指導ボラ
ンティア養成基礎講座を開催。今
後、大仙仙北広域圏日本語講座等
でボランティアで指導頂ける方が
対象。講座参加者 25 人中８人が仙
北市の方です。
　皆さんは講師の話を、熱心にメ
モを取りながら受講していました。
　大仙仙北広域圏日本語講座『角
館会場』では、外国人の方を対象
に毎週土曜日、角館交流センター
で午前 10 時から日本語指導をして
います。興味のある方は是非参観
ください。講座の様子を見ること
ができます。
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１
月
６
日
に
平
成
23
年
仙
北
市

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

今
年
は
、
町
村
合
併
後
初
め
て
、

角
館
町
の
武
家
屋
敷
か
ら
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
ま
で
分
列
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
沿
道
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
、
暖
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会

が
少
な
い
女
性
消
防
団
に
と
っ
て

素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
出
初

式
を
見
て
「
消
防
団
に
入
団
し
た

い
」
と
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

平
成
22
年
中
に
は
、「
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
28
人
の

方
が
新
し
く
仙
北
市
消
防
団
に
入

団
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
、

隣
の
大
仙
市
に
も
女
性
消
防
団
が

創
設
さ
れ
、
女
性
消
防
団
と
し
て

の
責
務
の
重
大
さ
を
再
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は「
防
火
・

防
災
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
地
域

の
催
し
物
等
に
参
加
し
、
よ
り
一

層
の
交
流
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

平
成
23 

年
仙
北
市
消
防
出
初
式

仙
北
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
コ
ラ
ム

が
ん
ば
る
！
　

女
性
消
防
団

今
回
は
…
橋
本
由
佳
乃
さ
ん

　
　

以
前
の
お
話
し
で
す
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
婆
ち
ゃ
ん
か
ら
電
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
屋
根
の
上
に
つ
も
っ
た

雪
が
恐
く
て
…
。
風
で
家
が
き
し
む
し
、

つ
ぶ
れ
る
と
思
う
と
眠
れ
ね
」
。
そ
こ
で

知
っ
て
い
る
人
に
連
絡
し
、
雪
お
ろ
し

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後
で
か
か
っ

て
き
た
お
婆
ち
ゃ
ん
の
電
話
は
「
あ
り

が
と
う
。
ア
ン
タ
も
風
邪
ひ
く
な
」
で

し
た
。
今
年
は
、
誰
か
雪
お
ろ
し
を
し

て
く
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
あ
る
家
族
の
悩
み
。
「
痴
ほ
う
が

進
ん
で
、
雪
の
中
を
裸
足
で
出
か
け
る

お
婆
ち
ゃ
ん
に
、
ホ
ト
ホ
ト
困
っ
て
し

ま
っ
た
」
。
大
変
さ
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
止
め
る
こ
と
は
ま
ず
無

理
で
す
。
「
オ
ラ
の
婆
ち
ゃ
ん
な
ん
か
、

雪
の
中
、
ク
ワ
持
っ
て
畑
仕
事
に
出
か

け
て
行
っ
て
た
ぞ
」
と
、
笑
い
話
し
を

し
て
か
ら
、
「
で
き
る
ん
だ
っ
た
ら
施
設

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
イ
イ
。
婆
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
な
」、

と
。

　

人
様
の
苦
し
み
を
理
解
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
自
身
の
苦
し
み
の
体
験
量
に

比
例
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

苦
し
み
は
優
し
さ
の
母
だ
と
、
最
近
に

な
っ
て
確
信
を
深
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
不
慮
の
事
故
死
で
自
分
を

責
め
続
け
る
お
母
さ
ん
、
お
酒
を
絶
て

な
い
父
親
の
暴
力
に
立
ち
向
か
う
兄
弟
、

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
て

も
体
が
動
か
な
い
高
校
生
…
。

　

仕
事
が
ら
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら
ご
相

談
を
受
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ

と
に
、
ま
だ
ま
だ
自
分
は
経
験
不
足
（
＝

力
不
足
）
で
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
市
役
所
や
病
院

に
、
や
っ
と
の
思
い
で
相
談
を
し
た
ら
、

解
決
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
心
が
傷
つ
い
た

と
の
お
手
紙
や
メ
ー
ル
も
た
ま
に
い
た

だ
き
ま
す
。
だ
い
た
い
が
匿
名
さ
ん
な

の
で
、
広
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
お

詫
び
を
申
し
上
げ
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
人
様
の
苦
し
み
が
分
か
る

市
役
所
に
な
れ
る
よ
う
、
職
員
と
一
緒

に
努
力
を
続
け
ま
す
。

　「
苦
し
み
は
優
し
さ
の
母
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩

まちづくり
日記
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仙北市医療局が設置されました

  平成21年3月に策定した「仙北市立病院等改革推

進計画」に基づき、仙北市病院事業（角館総合病院・

田沢湖病院）の効率的な運営を図るため、今年1月

から「仙北市医療局」が設置されました。医療局は、

医療管理課・総務係と管理係の 1 課 2 係で組織さ

れ、現在5人の職員が配置されています。さらに

4 月からは病院事業管理者が着任する予定で、管理

者のもと、両病院の連携強化、経営の一元化、医師

等医療資源の確保、角館総合病院の建設事業等に

取り組みます。

  病院事業に関するご意見等は右記までご連絡を

お願いします。

　市では、経済的理由により就学困難と認められ

る児童・生徒の保護者に対して、学用品・通学用

品費などの一部を援助する制度を設けています。

◆援助を受けることができる方

　①生活保護を受けている方

　②生計を一にする世帯員全員を対象とした申請

　　年度の前年中の収入と保護基準額を比較した

　　結果が、生活保護に準じる程度に困窮してい

　　ると市が認定した方

　③家庭事情の変動により世帯全体の所得が著し

　　く減少するなど、就学援助の必要があると認

　　定した方

◆援助の内容　学用品費、通学用品費、校外活動費、

　修学旅行費、給食費、医療費（学校から治療の指

　示があったもの）です。

◆申請方法　家庭の状況等をお聞きし申請書類を

　お渡しいたしますので、教育委員会へお越しく

　ださい。なお、既に認定されている方は、後日、

　新年度分手続きについて教育委員会からお知ら

　せします。

就学援助についてのお知らせ

学校教育課
問合せ：  43-3382『仙北市奨学資金』『田沢湖町奨学金貸付基金』

◆応募資格　高校・専門学校・短大・大学などに

　進学・在学する生徒学生で、経済的理由により

　修学が困難な方

◆貸付限度額（月額）

　【大学（大学院含む）】

　国公立：35,000円以内　私立：40,000円以内

　【短大・専門学校】35,000円以内

　【高校】12,000円以内

◆提出書類　・貸費生願書

　・住民票の写し（生計を一にしている方全員）

　・入学許可書または在学証明書（学校指定様式）

　・生計を一にする家族の所得証明書（課税証明書）

◆提出先　市教育委員会（角館庁舎）、田沢湖地域セ

　ンター、西木地域センター

『角館町育英会』（民間団体の奨学金）
◆応募資格　角館地区に在住する高校以上の生徒学

　生で、学業優秀、品行方正、身体強健かつ学資の支

　弁が困難と認められる方

◆貸付限度額（月額）

　【大学（短大、専門学校、大学院含む）】40,000円以内

　【高校】20,000円以内

◆提出書類　・育英会奨学金貸与申請書

　・在学学校長の推薦書

　・学業成績証明書（学校指定様式）

　・入学許可書または在学証明書（学校指定様式）

　・保護者世帯全員および連帯保証人の所得証明

◆提出先　角館町育英会事務局（市役所角館庁舎）

●貸付期間　平成23年度から卒業の月まで

●申込期間　2月14日から3月31日まで

※奨学生に決定した方は、面接を行います。

奨学生募集

　【仙北市医療局】（田沢湖健康増進センター内）

　〒 014-1201　仙北市田沢湖生保内字浮世坂 20

　 43-1210　FAX43-9070

　E-mail　iryoukanri@city.semboku.akita.jp

医療局 医療管理課
問合せ：  43-1210

6Semboku  City  Public  Relations



「第3回仙北市将来ビジョン策定委
員会」を開催します

　仙北市を住みやすく魅力あるまちにするための

「仙北市将来ビジョン」に市民の声を反映させる目

的で、策定委員会による協議を行います。

　会議は市民公開としますので、関心のある方は

気軽にお越しください。

◆日時　2月9日（水）18：10

◆会場　角館樺細工伝承館　研修室１

政策推進課
問合せ：  43-1241

◆交通災害共済「年額 400円」

　・交通災害は通院・入院どちらも1日から共済金

　　の対象になります。

　・平成23年度の新入学（小学生）児童の交通災害

　　共済掛金は無料です。（手続きは不要です）

　・共済金の請求については、自動車安全運転セ

　　ンター発行の事故証明書（事故の際、警察へ届

　　け出ないと発行されません）が必要となりま

　　す。この証明書が無い場合は、共済金が5割減

　　額となります。

◆不慮の災害共済「年額 600円」

　・不慮の災害は1日の入院から共済金の対象に

　　なります。（通院は対象外）

　・病気が原因の場合は対象になりません。

◆共済加入期間　

　① 4月1日以前に加入手続きをされた方は、4月1

　　日から平成24年3月31日まで

　② 4月1日以降に加入手続きをされた方は、加入

　　手続きをした日の翌日から平成24年3月31日

　　まで

◆加入申込方法　平成23年度の受け付けを2月1日

　（火）から行います。加入を希望される方は、一

　緒にお届けした「交通災害共済と不慮の災害共

　済」パンフレットをご覧いただき、次の窓口でお

　申し込みください。窓口で加入者のお名前、生

　年月日、加入する共済（交通災害・不慮の災害）を

　伝えるだけで簡単に加入できます。

◆加入受付窓口（土・日・祝日を除く）

　環境防災課（角館庁舎）、田沢湖地域センター、

　西木地域センター、田沢・神代・桧木内・上桧

　木内出張所

●下記の金融機関窓口でも加入できます。別折込

のパンフレットを持参のうえ、お申し込みくださ

い。金融機関窓口の加入申込取扱期間は2月1日か

ら7月29日までです。派出窓口を除き県内に所在

するすべての店舗で加入できます。

秋田銀行・北都銀行・羽後信用金庫・ゆうちょ銀

行または郵便局・秋田おばこ農業協同組合

平成23年度
「交通災害・不慮の災害共済」
加入受け付けについて

環境防災課
問合せ：  43-3308

　社会体育施設の使用について効率良くご利用い

ただけるように年間活動計画表を立てています。

活動期間を前期（4月～10月）と後期（11月～ 3月）

として調整を行いますので、希望団体は必ず活動

計画書を提出してください。締め切りは2月25日

（金）です（FAX可）。なお、他団体と活動曜日および

時間が重なった場合は、こちらで調整を行います。

◆活動対象体育施設　生保内市民体育館、神代市

　民体育館、田沢市民体育館、西木健康増進セン

　ター、生保内武道館、神代武道館

◆活動計画書の備付け・提出先  田沢湖地域セン

　ター、神代出張所、田沢出張所、桧木内出張所、

　教育委員会生涯学習課

◆使用時間

　①月曜日～金曜日　（前期）8：30 ～ 22：00

　　（後期）8：30 ～ 21：00

　②土・日曜日　年間を通して 8：30 ～ 17：00　

　③西木健康増進センター　9：00 ～ 22：00

　（休館日：月曜日月曜日が祝日の場合はその翌日）

※ 1団体が1日に連続して利用できる時間は4時間

までです。

※毎月20日まで各施設申込先へ翌月分使用申請書

の提出が必要です。

※前月20日まで使用申請書未提出の場合は、使用

申請許可済団体の使用が優先となります。

※ 8月13日～ 15日、年末年始、市主催・後援行事・

その他の事業等が行われる日は使用できません。

※学校開放体育施設の使用につきましては、事前

に団体登録（毎年度）が必要で月ごとに申請してい

ただくことになります。詳細につきましては生涯

学習課にお問い合わせください。

平成23年度社会体育施設使用に
関する活動調査について

生涯学習課
問合せ：  43-3383

広報せんぼく7



子育て・健康・スポーツ掲示板
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だしっこルーム《生保内保育園内》
TEL 43-1025 　FAX 43-3256

「だしっこルーム」9：30～11：30

　  1日（火）　保育アドバイザーによる子育てに
　　　　　 　 関する講演会（10：20 ～ 11：30）
　  2日（水）　まめまき
　  9日（水）　体を動かして遊ぼう
　16日（水）　誕生会
　23日（水）　おひな様を作ろう

わかばルーム《神代保育園内》
TEL 44-2502 　FAX 44-2931

「わいわい広場」9：30～11：30

　  1日（火）　お面作り（9：20 ～ 11：00）
　  8日（火）　雪遊び・身体測定
　15日（火）　小麦粉粘土で遊ぼう
　22日（火）　おひな様作り

「赤ちゃん広場」9：30～11：30

　17日（木）　情報交換・身体測定

いちごルーム《角館保育園内》
TEL 53-2918 　FAX 53-2919

「いちごルーム」9：30～11：00

　  9日（水）　保育園で遊ぼう
　16日（水）　音楽教室に親子で参加しよう

なかよしルーム《にこにこ保育園内》
TEL 47-2525 　FAX 47-2323

「なかよしひろば」9：30～11：30

　  9日（水）　健康チェック（保健師より）
　　　　　　  保育園で遊ぼう
　16日（水）　保育園で遊ぼう
　23日（水）　おひな様を作ろう

さくらんぼルーム《ひのきない保育園内》
TEL 48-2345 　FAX 48-2525

「さくらんぼルール」9：30～11：20

　10日（木）　雪遊びをしよう・身体測定
　18日（金）　保育園祖父母参観に参加しよう
　　　　　　　（もちつき・バルーンアート）
　24日（木）　リズム遊びをしよう

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

1. 育児不安等についての相談指導
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX 等

はいつでも】

2. 子育てサークル等への支援
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

3. 集いの広場の開設
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さんをはじめ、おばあちゃん、おじい

ちゃんなどどなたでも参加できます。なお、2月の予定

は次のとおりです。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

子育て支援センターからの
お知らせ

【会長】　門脇光浩

【副会長】　熊谷徹、菅原陽三

【委員】　渡辺勇悦、藤原剛、赤倉羊子、藤倉明浩、佐藤重彦、

冨岡一美、狐崎捷琅、奥山久八、佐藤健公、菅原明雅、武藤清茂、

千葉正登、田口宗良、佐藤和志、小林康次郎、木元武、高橋惣十郎、

浦山久二、細川俊雄、橋本左武郎、澤山純一、下総芳則、倉橋典夫、

大山誠、鈴木政悦、船山睦
　1月20日（木）に角館交流センターで

『チャレンジデー』仙北市実行委員会

設立総会が開かれました。

　実行委員会では、チャレンジデーの

進め方や住民参加の体制の整え方を

協議しました。

　実行委員は右のとおりです。

【シリーズ④】

住民参加型スポーツイベント

いよいよ動き出しました！
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認知症の方を考える家族の集い

　認知症の方を自宅で介護されている家族の

方々は、大切な人だからこそ様々な悩みを抱え

ていることが多いと思います。「誰も理解してく

れない」「いつまで介護を続ければいいのか」な

ど、その思いは深く複雑ではないでしょうか。

　一人で抱え込んではつらい介護の悩みも、同じ

ような経験をしている人どうしで、自由に話すと

楽になります。あなたの参加をお持ちしていま

す。

◆日時　2月14日（月）　10：00～11：30

◆場所　西木総合開発センター

◆内容　認知症の介護についてお互い話し合う

◆対象　認知症の方を介護している家族

◆問合せ　仙北市包括支援センター   43-2283

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

◆日時　14日（月）、28日（月）　9：30 ～ 11：30

◆問合せ　仙北市保健課　  55-1112

おやこ交流広場2月

日 対象児 会場
3日（木）　3歳児

　健康管理センター

　（角館）

10日（木）　10カ月児
17日（木）　1歳6カ月児
23日（水）　2歳児歯科
24日（木）　4カ月児

日 内容 会場
15日（火）　ポリオ 　健康管理センター（角館）
16日（水）

　BCG・

　三種混合

　西木保健センター
22日（火） 　田沢湖健康増進センター
25日（金） 　健康管理センター（角館）

日 内容 会場
1日（火）

　母子手帳交付

　健康管理センター

　（角館）

7日（月）
14日（月）
22日（火）

8日（火）

乳児相談

　午前：7カ月児

　午後：12カ月児

日 時間 場所

16日（水）

10：00 ～ 10：50（株）田沢モータース
11：10 ～ 12：00（株）田口木材
13：20 ～ 14：40 田沢の郷
15：00 ～ 16：00（株）成立田沢湖工場

2月 ◆問合せ：仙北市保健課

　  55-1112
健康カレンダー健康カレンダー

乳幼児健診

乳児相談・母子手帳交付

予防接種

献血

なかよし教室

日 受付時間 場所

18日（金）　9：30 ～ 10：00
　健康管理センター

　（角館）

冬季いきいき教室（運動教室）

日程 場所 内容
2日（水）午前 角館 　気功体操
4日（金）午後 西木 　柴田先生

9日（水）午前
角館 　3Ｂ体操
田沢湖 　柴田先生

16日（水）午前 角館 　気功体操

23日（水）午前
田沢湖 　気功体操
西木 　3Ｂ体操

25日（金）午前 角館 　3Ｂ体操

2月の休日歯科診療当番医2月の休日歯科診療当番医

6日
畠山歯科医院 0187（74）3115
大仙市南外字落合24

13日
田口歯科クリニック 0187（53）2212
仙北市角館町竹原町39

20日
田口歯科医院 0187（63）7117
大仙市大曲田町28-30

27日
たかはし歯科クリニック 0187（62）6800
大仙市高梨字田茂木84
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Culture ＆ Books
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橋
本
敦
子

地
　
国
鱒
の
朧
に
浮
か
ぶ
年
の
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
武
志

人
　
ま
ぼ
ろ
し
の
ク
ニ
マ
ス
発
見
年
の
暮
れ
　
　
　
　
村
上
新
子

【
互
選
高
点
句
賞
】

第
一
席
　
忘
年
会
正
気
よ
そ
お
う
千
鳥
足
　
　
　
　
　
橋
本
勲

第
二
席
　
寄
鍋
や
ぐ
ち
も
ひ
と
つ
の
か
く
し
味
　
　
　
橋
本
勲

第
三
席
　
エ
ン
ピ
ツ
に
選
句
ま
か
せ
て
初
句
会
　
　
　
芳
賀
武
志

【
席
題
詠
高
点
句
賞
】

第
一
席
　
ふ
い
と
来
て
賞
を
さ
ら
い
し
初
句
会
　
　
　
橋
本
敦
子

第
二
席
　
初
雪
や
修
正
液
の
隠
す
文
字
　
　
　
　
　
　
橋
本
敦
子

第
三
席
　
初
夢
は
願
い
か
け
て
る
我
が
姿
　
　
　
　
　
橋
本
勲

西
木
公
民
館
生
涯
学
習
講
座
俳
句
教
室

翌
檜
俳
句
会  

初
句
会
　
上
位
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
日
／
１
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
／
西
木
公
民
館
桧
木
内
館

西
木
公
民
館
生
涯
学
習
講
座
短
歌
教
室

清
流
の
会
新
春
短
歌
大
会
　
上
位
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
日
／
１
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
／
ク
リ
オ
ン

【
講
師
　
東
海
林
勇
一
　
選
】

天
　
鉢
う
え
の
枝
に
残
り
し
ゆ
づ
の
実
は

　
　
　
　
　
冬
至
の
今
日
の
湯
ぶ
ね
に
浮
か
ぶ
　
　
　
鈴
木
篤
子

地
　
戦
友
会
「
最
後
の
一
兵
迄
続
行
」
と

　
　
　
　
　
叫
び
し
戦
友
が
黄
泉
へ
旅
立
つ
　
　
　
　
斎
藤
芳
郎

人
　
傘
寿
過
ぎ
米
寿
ま
で
は
と
欲
の
湧
き

　
　
　
　
　
チ
ビ
た
鉛
筆
舐
め
て
短
歌
詠
む
　
　
　
　
大
牧
山
郭

【
互
選
高
点
短
歌
賞
】

第
一
席
　
傘
寿
過
ぎ
米
寿
ま
で
は
と
欲
の
湧
き

　
　
　
　
　
　
　
チ
ビ
た
鉛
筆
舐
め
て
短
歌
詠
む
　
　
大
牧
山
郭

第
二
席
　
鉢
う
え
の
枝
に
残
り
し
ゆ
づ
の
実
は

　
　
　
　
　
　
　
冬
至
の
今
日
の
湯
ぶ
ね
に
浮
か
ぶ
　
鈴
木
篤
子

第
三
席
　
綯
い
交
ぜ
の
ま
ま
で
は
な
ら
ぬ
と
年
の
瀬
に

　
　
　
　
　
　
　
我
が
来
し
方
を
振
り
返
り
み
ゆ
　
　
大
牧
山
郭

図
書
館
情
報

　
新
潮
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

学
習
資
料
館

新
着
図
書

単
行
本

・
世
界
終
末
戦
争
（
Ｍ
．
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）

・
都
会
と
犬
ど
も
（
Ｍ
．
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）

・
井
上
ひ
さ
し
全
芝
居
　
そ
の
七
（
井
上
ひ
さ
し
）

・
白
い
し
る
し
（
西
加
奈
子
）

・
よ
む
、
詠
む
、
読
む
（
高
橋
睦
郎
）

・
師
・
井
伏
鱒
二
の
思
い
出
（
三
浦
哲
郎
）

・
完
本
　
短
篇
集
モ
ザ
イ
ク
（
三
浦
哲
郎
）

・
動
物
が
お
医
者
さ
ん
（
太
平
健
）

・
文
士
の
舌
（
嵐
山
光
三
郎
）

・
蕃
東
国
年
代
記
（
西
崎
憲
）

・
３
６
５
２
（
伊
坂
幸
太
郎
）

・
ス
ロ
ー
・
ラ
ー
ナ
ー
（
ト
マ
ス
・
ピ
チ
ョ
ン
）

・
暗
殺
国
家
ロ
シ
ア
（
福
田
ま
す
み
）

・
飛
翔
へ
の
挑
戦
（
前
間
孝
則
）

・
美
し
き
身
辺
整
理
（
竹
田
真
砂
子
）

・
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
み
つ
め
て
い
る
と
宇
宙
に
つ

　
な
が
っ
て
い
る
（
ま
ど
・
み
ち
お
）

・
ヒ
ト
は
な
ぜ
拍
手
を
す
る
の
か
（
小
林
朋
道
）

・
昆
虫
未
来
学
（
藤
崎
憲
治
）

新
書

・
日
教
組
（
森
口
朗
）

・
電
通
と
リ
ク
ル
ー
ト
（
山
本
直
人
）

・
復
活
の
力
（
長
田
渚
左
）

・
大
本
営
参
謀
は
戦
後
何
と
戦
っ
た
の
か
（
有
馬
哲
夫
）

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
信
仰
が
会
社
を
滅
ぼ
す
（
深
田
和
範
）

・
新
潮
Ｃ
Ｄ
赤
ひ
げ
診
療
譚
（
山
本
周
五
郎
）

　
新
潮
社
文
庫
新
刊
も
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
新
着
図
書
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

・
合
格
必
勝
レ
シ
ピ
集
（
安
井
レ
イ
コ
）

・
風
香
る
　
大
石
内
蔵
助
異
聞
（
森
角
幹
生
）

・
お
順
　
勝
海
舟
の
妹
と
五
人
の
男
（
諸
田
玲
子
）

・
廃
院
の
ミ
カ
エ
ル
（
篠
田
節
子
）

・
試
着
室
で
思
い
出
し
た
ら
、
本
気
の
恋
だ
と
思
う
。

　（
尾
形
真
理
子
）

・
聡
明
な
女
た
ち
へ
（
桐
島
洋
子
）

・
地
獄
の
沙
汰
も
美
女
次
第
（
林
真
理
子
）

・
オ
シ
ム
＠
愛
と
勇
気
（
イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム
）　

・
南
極
で
宇
宙
を
み
つ
け
た
！
（
中
山
由
美
）

・
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

・
友
を
選
ば
ば
（
荒
山
徹
）

田
沢
湖
図
書
館

新
着
図
書

　
２
月
７
日
（
月
）
か
ら
角
館
町
平
福
記
念
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
―
河 

正
雄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
故

郷
展
」
―
に
併
せ
、
田
沢
湖
図
書
館
の
『
河 

正
雄

文
庫
』
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
２
月
６
日
（
日
）
か
ら
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、

こ
れ
ま
で
「
河 

正
雄
文
庫
」
に
寄
贈
さ
れ
た
図
書

の
紹
介
、
文
庫
創
設
の
経
緯
、
河
氏
と
交
流
の
あ

る
西
木
正
明
氏
と
そ
の
著

作
等
を
展
示
し
ま
す
。

　
２
階
資
料
室
は
「
河 

正

雄
文
庫
」
常
設
展
示
室
と

し
て
、ま
た
２
階
談
話
コ
ー

ナ
ー
も
多
目
的
ホ
ー
ル
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

学習資料館　 43-3333

1日（火・月末休館日）、7日（月）、11日（金・

建国記念の日）、14日（月）、21日（月）、

28日（月）、3月1日（火・月末休館日）

イベント交流館　 43-3333

7日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）

田沢湖図書館　 43-1307

7日（月）、11日（金・建国記念の日）、

14日（月）、21日（月）、28日（月）

休
館
日

田
沢
湖
図
書
館

「
河 

正
雄
文
庫
」
の
紹
介

お知らせお知らせ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ
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イ
ン
フ
ォ
ー
メ
シ
ョ
ン

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す

　
今
回
は
、
17
団
体
が
お
や
ま
囃
子
や
手

踊
り
な
ど
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し

ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
冨
岡
沙
樹
さ

ん
が
出
演
し
ま
す
。

　
◆
日
時
／
２
月
11
日
（
金
・
祝
日
）

　
開
場
９
時
～
　
開
会
10
時
～

◆
会
場
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　（
角
館
町
中
菅
沢
77
‐
30
）

◆
入
場
料
／
無
料

※
多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
左
記
取
扱
店
で
２
月

１
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。（
１
部
１
０
０

円
）
当
日
会
場
で
も
販
売
し
ま
す
。

・
か
の
う
屋
（
角
館
町
岩
瀬
町
13
）

・
金
谷
呉
服
店
（
角
館
町
岩
瀬
１
８
６
）

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
教
育
委
員
会
文
化
財

　
課
内
「
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
事
務
局
」

　

 

（
43
）
３
３
８
４

田
沢
湖
公
民
館
伝
承
講
座

ん
み
ゃ
も
の
教
室

　
ゆ
べ
し
餅
や
豆
腐
巻
き
な
ど
、
か
つ
て

「
ん
み
ゃ
も
の
」
と
い
う
総
称
で
家
庭
や

地
域
で
親
し
ま
れ
た
素
朴
で
ど
こ
か
懐
か

し
い
伝
統
食
の
作
り
方
を
学
ぶ
「
ん
み
ゃ

も
の
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
中
に
は
身
近
な
材
料
を
用
い
、
ひ
と
工

夫
し
た
も
の
も
作
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が
作
っ
た
「
ん
み
ゃ
も
の
」
で
家

族
や
友
人
を
笑
顔
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
開
催
日
・
予
定
品
目
／

　
①
２
月
22
日
（
火
）
よ
う
か
ん

　
②
３
月
１
日
（
火
）
け
い
ら
ん

　
③
３
月
８
日
（
火
）
ご
ぼ
う
入
り
焼
き
ゆ
べ
し

　
④
３
月
15
日
（
火
）
黒
糖
ま
ん
じ
ゅ
う

　
⑤
３
月
22
日
（
火
）
豆
腐
巻
き

◆
時
間
／
10
時
～
12
時

◆
会
場
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／
千
田
ミ
ワ

◆
定
員
／
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
付
期
間
／
２
月
２
日
～
14
日

　
17
時
ま
で
（
平
日
の
み
）

◆
受
講
料
／
材
料
代
２
５
０
０
円（
５
回
分
）

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具
・
手

　
ふ
き
タ
オ
ル
・
タ
ッ
パ
ー
容
器
な
ど

◆
申
込
・
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　

（
43
）
１
０
６
１ 

　
文
化
財
課
で
は
、
伝
建
群
内
（
角
館
武
家
屋
敷
通

り
の
道
路
沿
線
）
の
桜
な
ど
の
景
観
樹
木
を
保
護

す
る
た
め
、
車
両
の
迂
回
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
左
記
路
線
の
迂
回
に

対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

（
43
）
３
３
８
４

イベントイベント

講座講座

お知らせお知らせ

「
文
化
財
保
護
迂
回

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中

武家屋敷通線

日三市角館線
横
町
橋

国
道
46
号

　　　は重要伝統的建造物群保存地区です。

（樹木からの落雪にご注意ください）

市道

　　　のご利用をお願いします。県道

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
２
０
０
８
年
か
ら
、
仙
北
市
の
ロ

ケ
候
補
地
を
映
画
や
ド
ラ
マ
の
制
作
会

社
の
方
々
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介

す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
そ
の
数
は
約
１
５
０
カ
所
に
な

り
ま
し
た
。「
全
国
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
田
園
風

景
や
自
然
公
園
、
内
陸
線
の
駅
周
辺
な

ど
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
あ
ま
り

載
っ
て
い
な
い
場
所
も
ロ
ケ
地
と
し
て

は
魅
力
的
な
場
所
。
ま
た
、
地
元
で
は

も
て
あ
ま
し
気
味
の
雪
も
魅
力
の
ひ
と

つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
趣
の
あ
る
場
所
を
探
し

て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）　

 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/



■会期　2月7日（月）～3月27日（日）

■会場　角館町平福記念美術館

■問合せ　角館町平福記念美術館

　 54-3888

　仙北市と東京都との新たな連携の

構築に向けて、「遠く離れても心は

一つ仙北プロジェクト」を実施して

います。この具体的動きの一つとし

て、東京都でのアンテナショップの

開設を進めています。これにご協力

をいただいている都市商店会の方々

を仙北市にお招きし、雪国の暮らし・

生活の知恵・伝統芸能・自然環境な

どに触れていただきながら、仙北市

民の方々との交流の場として、「都

会の暮らし・田舎の暮らしを考える」

シンポジウムを計画しています。

　都市住民の方々の「農村への憧れ

やイメージ」を知る機会になると思

いますので、市民の方々には、積極

的なご参加をお願いします。

■日時　2月13日（日）

　9：30 ～ 11：30

■会場　「温泉ゆぽぽ」

※仙北市民は参加無料

■問合せ　主催者「遠く離れても心

　は一つ　仙北プロジェクト」協議会

　 44-3970　

都市・農村シンポジウム
「都会の暮らし・田舎の暮ら
しを考える」開催のお知らせ

　「麺恋こまち」は地元産あきたこま

ちの米粉を揚げ麺にし、その上に地

元の野菜あんをかけたものです。話

題のスローフード的なファストフー

ドを一緒に作ってみませんか？

簡単に作れる郷土料理「あさづけ」

作りも！ 

　スローフードの実態がわかる食育

講話もあり盛りだくさんの教室です。

　皆様のご参加お待ちしています。

■日時　2月17日（木）

　10：30 ～ 11：30

■講師　

　むらっこ物産館館長　三浦　春子さん

　仙北市総合産業研究所　泉　牧子さん

■募集人数　20 人

■申込期間　2月3日～ 14日

　（定員になり次第締切）

■参加費　300円

■場所　仙北市就業改善センター

　（田沢湖神代字古館野404-1）

■持ち物　エプロン、三角巾

■申込・問合せ　仙北市農山村活性課

　政策調整係　 43-2206

新名物「麺恋こまち」
料理教室＆食育講話
参加者募集！

　恒例となりましたそば打ち講座。

そば打ちは初めてという方も大歓

迎！　

　1日2回の連続手打ちで腕前を磨き

ましょう。

■日時等

　① 2月16日（水）18：30 ～

　　（申込締切：2月14日（月））

　② 2月27日（日）10：00 ～

　　（申込締切：2月24日（木））

　③ 3月10日（木）18：30 ～

　　（申込締切：3月7日（月））

　※2時間程度

■場所　西木公民館（西木町門屋字

　漆原89-2）

■定員　各 10人（ただし、3人以上

　の申し込みがない場合は、次回に

　まとめさせていただきます。

第2弾　そば打ち2回講座！
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■参加料　1回につき 2,000円

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを

　入れる容器

■申込み・問合せ　遊々楽々3トピア

　会議（市農山村活性課内）

　 43-2206

イベント

「どんど焼き」
開催のお知らせ

■期日　2月13日（日）

■会場　かたくり館前特設広場

　（西木町小山田字八津249-1）

■内容

　13：00 ～　ミニかまくら作り

　15：00 ～　餅つき

　18：00 ～　お焚きあげ

■参加費　1,000円（お焚き上げ料）

■申込・問合せ　仙北市活性化施設

　（かたくり館）　 47-3535

「藤田潤子一般キャンプ」

　ナショナルデモンストレーターに

よる特別レッスン。

■対象　SAJ バッチテスト2級以上

■期日　2月12日（土）～ 13 日（日）

■定員　20人（定員になり次第締切）

■料金　25,860円

「ABS 英語 de スキー教室」

　楽しくスキーを滑りながら、英語

を使ってみよう。

■期日　2月13日（日）

■定員　40人（定員になり次第締切）

■料金　小学生 5,500円、

　中学生 6,000円

「ジュニア技術選手権強化キャンプ」

　今年も2日間の集中レッスンで勝

ち抜くコツを伝授。

■対象　県ジュニア技術選手権大会

　に参加する選手

■講師　黒澤国（昭県ブロック技術

　員）予定

■期日　2月26日（土）～ 27日（日）

■定員　20人（定員になり次第締切）

■料金　2日参加 10,000円

　1日のみ 6,000円

■申込・問合せ　田沢湖スキー学校

　 46-2653

田沢湖スキー学校
イベント案内

イベントイベント河正雄コレクション
故郷展

オープニング記念イベント

日時：2 月 7 日（月）　10：30 ～

会場：角館樺細工伝承館

　　　入場無料・予約不要

講演

「美は国境を越えて」西木正明氏

「二つの故郷」　   　  河　正雄氏
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　国民年金基金は、老齢基礎年金の

上積み年金として給付を行う、公的

な年金制度です。

　年金額をご自分で設計することが

可能で、掛金は全額「社会保険料控

除」の対象となり、受け取る年金に

も「公的年金等控除」があるなど、税

制面でも優遇されています。次の三

つの条件を満たした方が加入できま

す。

①国民年金の第1号被保険者で、保険

　料を納めている方

②秋田県内に住所のある方

③ 20歳～ 60歳未満の方

■問合せ　秋田県国民年金基金

　 0120-65-4192

あなたの年金を増やしま
せんか

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る、いわば「行政と住民の

パイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の3人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【行政相談所開設】

◆ 2月9日（水）　13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 2月16日（水）　13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

■問合せ　仙北市総務課　 43-1111

行政に関する困りごとは
行政相談委員に

　社会福祉協議会では、相談援助活

動として心配事相談を行っています。

　地域や日常生活で抱える心配ごと

に相談員が適切な助言を行い、相談

内容によっては関係機関へ連絡をと

るなど、心配ごとの解決の手助けを

させていただきます。お気軽にご利

用ください。

◆　9日（水）13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 10日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

◆ 15日（火）10：00 ～ 12：00

　西木公民館

◆ 16日（水）13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

◆ 24日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

■問合せ　仙北市社会福祉協議会

　 52-1624

社会福祉協議会
2月の心配ごと相談日程

県営住宅の入居者を募集
しています

■募集住宅　県営船場町住宅

　（大仙市大曲船場町）

■募集戸数　3DK2 戸、2DK1 戸

■構造　鉄筋コンクリート造3階建

　て、鉄筋コンクリート造4階建て

■建設年度　平成5年、平成6年

■家賃

　3DKタイプ：22,800 ～ 34,400 円

　2DKタイプ：20,800 ～ 31,000 円

■募集期間　2月2日（水）～ 16日（水）

■入居可能日　3月4日（金）以降

◆申込者が募集戸数を超えた場合、

　公開抽選となります。

◆ 2DKのみ単身入居が可能です。

　（年齢、障害者の別等の条件あり）

◆申し込みにあたり、世帯の収入基

　準等の条件があります。

■問合せ　平鹿地域振興局建設部

　建築課　 0182-32-6206

■雪祭り期間　

　2月18日（金）　18：00 ～ 21：00

　　　19日（土）　10：00 ～ 21：00

　　　20日（日）　10：00 ～ 15：00

■申込締切　2月7日（月）

■説明会　2月8日（火）14：00

　市役所田沢湖庁舎第 2 庁舎会議室

◆出店は仙北市内の方（店）に限りま

　す。出店料10,000円

◆電気代は原則1,000円。お申し込み

　の際に使用する電気器具の種類と

　ワット数を届けてもらいます。

◆保健所への届け出は各自してくだ

　さい。

◆保健所への手続きに必要な書類は

　下記にお問い合わせください。

■問合せ　田沢湖観光協会事務局　

　黒澤　 58-0063

田沢湖高原雪まつり名物
テント村に出店しませんか？

　国では、毎年2月を「省エネルギー

月間」と定め、省エネルギーの意識啓

発をはかっています。

　限りあるエネルギー資源を大切に

するとともに、地球温暖化を防止す

るため、私たち一人ひとりが、エネル

ギーを大切に使うよう心掛けましょ

う。

東北電気保安協会　

2月は「省エネルギー月間」
です

講習・講座

自分でできる特許調査と特許出願

特許活用講習会のご案内

■日時　2月10日（木）

　13：30 ～ 16：00

■会場　仙北市総合情報センター

■内容　特許の基礎知識・検索実習、

　特許出願のポイント

■定員　10人（定員になり次第締切）

■受講料　無料

■問合せ　秋田県知的所有権センター

　特許アドバイザー田嶋正夫

　 018-860-5614

講　習講　習

相 談相 談
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自
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方

が
、
特
定
福
祉
用
具
（
介
護
保
険
で

対
象
と
な
る
５
品
目
）
を
購
入
し

た
と
き
、
申
請
に
よ
り
購
入
費
用
の

９
割
分
を
介
護
保
険
か
ら
給
付
し
ま

す
。

　
申
請
に
あ
た
っ
て
、
申
請
書
、
領

収
書
お
よ
び
購
入
し
た
福
祉
用
具
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
写
し
で
も
可
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。申
請
の
受
付
は
、

介
護
保
険
事
務
所
の
ほ
か
、
仙
北
市

役
所
各
庁
舎
の
介
護
保
険
担
当
窓
口

ま
た
は
各
出
張
所
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
り
販
売
事

業
者
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定

を
受
け
て
い
な
い
事
業
者
か
ら
購
入

し
た
場
合
は
給
付
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
直

接
販
売
店
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
受

領
委
任
払
い
で
の
申
請
も
で
き
ま

す
。

●
受
領
委
任
払
い
と
は
…
？

　
利
用
者
の
支
払
い
を
、
初
め
か

ら
１
割
分
で
済
む
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
一
時
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

残
り
の
９
割
分
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
委
任
に
基
づ
き
、
介
護
保

険
事
務
所
か
ら
受
領
委
任
払
事
業

者
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

居
宅
介
護
福
祉
用
具
の
購
入
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

■
問
合
せ
／

　
介
護
保
険
事
務
所
　
保
険
指
導
班

　

 

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

◎
対
象
者

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

◎
特
定
福
祉
用
具

腰
掛
便
座
、
特
殊
尿
器
、
入
浴
補
助

用
具
、
簡
易
浴
槽
、
移
動
用
リ
フ
ト

の
つ
り
具
の
部
分

※
限
度
額
は
年
度
あ
た
り
10
万
円
ま

で
で
す
。

　
同
一
年
度
内
に
同
一
種
目
の
特
定

福
祉
用
具
を
２
つ
以
上
購
入
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
１
月
16
日
号
・
11
ペ
ー
ジ
の
「
平

成
22
年
国
勢
調
査
速
報
値
比
較
表
」
中
、
平
成
７
年

の
角
館
町
人
口
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（誤）15,524

↓

（正）15,224

老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公
的
年
金

等
の
老
齢
・
退
職
年
金
は
、
所
得
税
法
で
「
雑
所

得
」
と
み
な
さ
れ
、所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
厚
生
労
働
省
・
各
共

済
組
合
）
は
、
所
得
税
が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
年
金

等
を
受
け
て
い
る
方
々
全
員
に
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
を
作
成
し
、
そ
の
年
の
翌
年
１
月

31
日
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ
れ
た
日

本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の

対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
々
に
平
成
22
年

分
の
源
泉
徴
収
票
を
作
成
し
、
平
成
23
年
１
月
末

日
ま
で
に
届
く
よ
う
、
平
成
23
年
１
月
上
旬
か
ら

順
次
送
付
し
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、
そ

の
年
の
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社

会
保
険
料
の
金
額
（
介
護
保
険
料
額
、
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
長
寿
医
療
保
険
料
）、
源
泉
徴
収

税
額
お
よ
び
控
除
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
65
歳
未
満
で
年
金
の
支
払
額
が

１
０
８
万
円
に
満
た
な
い
方
と
、
65
歳
以
上
で
年

金
の
支
払
額
が
１
５
８
万
円
に
満
た
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
際
に
必
要

　
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給

与
等
の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年
金
等
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
（
平
成
23
年
２

月
16
日
～
３
月
15
日
ま
で
に
、
住
所
地
を
管
轄
す

る
税
務
署
で
受
付
）
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
そ
の
際
に
、
添
付
書

類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
老
齢
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

な
い
介
護
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料
が
あ
る

場
合
は
、
確
定
申
告
を
行
い
、
所
得
税
の
過
不
足

分
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
と
き
な
ど
は

　
万
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未

着
の
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
い
て
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
（
そ
の
他
の
年
金
相
談
も
受

付
け
て
い
ま
す
）。

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
は
、

０
５
７
０
─ 
０
５
─ 

１
１
６
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は
０
３
─
６
７
０
０
─
１
１
６
５
）。

　
受
付
時
間
は
、
月
～
金
曜
日
＝
８
時
30
分
～
17

時
15
分（
月
曜
日
は
19
時
ま
で
。
休
日
の
場
合
は
、

休
日
明
け
の
初
日
）。
第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分

～
16
時
。
※
日
曜
日
と
第
２
を
除
く
土
曜
日
、
祝

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の

受
付
、
そ
の
他
の
年
金
相
談
に
つ
い
て
は
、
年

金
事
務
所
お
よ
び
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
等
の
際
は
、
年

金
証
書
の
基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
※
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp://w

w
w

.n
en

k
in

.g
o.jp

国
民
年
金
だ
よ
り

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
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【冬期間営業のお知らせ】

◆冬期営業日　12月～平成23年4月上旬の期間中、土・

　日・祝日およびお正月・春休み期間のみ営業

◆営業時間　10：00 ～ 16：00

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

西木温泉　クリオン　 47-2010

【毎年恒例！海鮮祭り】

◆開催日　2月25日（金）、26日（土）

　26日（土）には、特別ゲスト『開運！なんでも鑑定団』

のナレーションでおなじみの銀河万丈氏がやってきま

す。詳しくはお問い合わせください。

【歓送迎会プラン　～お世話になったあの方や、新た

に仲間になる方へ～】

◆御膳料理　お一人様 4,000円（税込）より

◆卓盛料理　1 卓 20,000円（税込）より

◆飲み放題　お一人様2時間で 2,000円（税込）

　クリオンの美味しい料理を食べて新たな門出や新たな

仲間をワイワイ楽しくお祝いしましょう！送迎いたしま

す。お気軽にご相談ください。

【お知らせ】　2月9日（水）夜、田沢湖十勝ワイン友の会

ワインパーティー開催予定

株式会社　西宮家　 52-2438　

【レストラン北蔵】

　2月3日　『シェフの気まぐれ　まめランチ』1,200円

　2月14日　『バレンタインランチ』1,200円

　◆時間　11：00 ～ 14：00

　◆内容　スープ・サラダ・ライス・メインディッシュ・

　　デザート・コーヒー

株式会社　花葉館　 55-5888

【初春の宴】お一人様 3,000円

◆日時　2月20日（日）　【開場】正午　【開演】13：00 ～

【レストランイベント】

2月25日（金）『あんこうと鱈まつり』18：30 ～ 20：30

お一人様 4,200円　飲み放題

【花葉館 15 周年記念特別感謝企画】

・入浴回数券 6 枚綴り 2,000円を1,500円で販売。

  300冊限定

・大広間回数券5枚綴り2冊2,000円を1,500円で販売。

  100冊50組限定

◆販売期間　2月1日～（売り切れ次第締め切ります）

　温泉棟フロントで販売します。



【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
佐々木達比古 ( 生保内字田向 )　
冨岡沙樹さん優勝祝賀会実行委員会
佐藤俊男 ( 生保内字武蔵野 )
茶立ての清水を守る会　青柳征
曹洞宗秋田県第八教区洞心会
石沢キヌ ( 岩瀬 )

(12 月受付分 )
      敬称略

あ
り
が
と
う

　  

ご
ざ
い
ま
す

善  意

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉

 　　　　　　　　　　　   
  人口　　３０，３１７人　　（－６７）　（－４３９）
  （男）　　１４，２２６人　　（－２６）　（－２１１）
  （女）　　１６，０９１人　　（－４１）　（－２２８）
  世帯数　１０，８１３世帯　（－　８）　（－　　２）

       

（前月比）　（前年同月比）人口の動き 12 月   

  出生　９人　死亡４６人 　 転入２７人　転出５７人　

戸籍の窓口から
12 月届出分・敬称略

【角館寿楽荘へ】
大曲玉扇会　代表　佐藤貞子

16Semboku  City  Public  Relations

千葉  輝
こ う き

喜  ( 良和 ) 生保内字武蔵野

鍋島  颯
そうすけ

介  ( 大介 ) 上菅沢

佐藤  麗
れ い か

果   ( 円 )   小館

堀井  柚
ゆ ず か

香  ( 英和 ) 川原寺前

戸部  由
ゆ う ご

梧  ( 史之 ) 小勝田中川原

伊藤  鉄
てっぺい

平  ( 亮太 ) 西長野上野

齋藤  柑
か ん な

奈  ( 隆志 ) 西明寺字梨子木台

沢山  俊
しゅんすけ

介   ( 源 ) 西明寺字梨子木台

江橋  柊
し ゅ う と

人  ( 勝 ) 西明寺字荒町東

浅利  ツサ  　(66) 生保内字下高野

佐藤  三男  　(83) 生保内字武蔵野

戸村  惠子  　(70) 生保内字武蔵野

長谷川  セツ  (81) 生保内字街道ノ上

地主  進  　　(84) 生保内字上堂田

伊藤  イヨ  　(97) 生保内字船場

小玉  勝男  　(78) 刺巻字刺巻

藤村  幸作  　(81) 岡崎字新屋敷

藤村  タカ  　(82) 岡崎字院内

菅原  一郎  　(72) 岡崎字院内

大石  敬治郎  (88) 梅沢字森腰

舩山  ノブ  　(99) 卒田字上真崎野

工藤  チヱ  　(86) 卒田字白籏

佐藤  慶朗  　(62) 卒田字白籏

小林  幸子  　(72) 上菅沢

松橋  勝雄  　(66) 水ノ目沢

佐々木  ナツノ (87) 水ノ目沢

伊藤  紀子  　   (64) 上野

三浦  クニ子     (70) 細越町

岡田  アイ　     (85) 東勝楽丁

熊谷  庄助 　　(93) 岩瀬町

齊藤  壽 　　    (85) 下新町

小林  モト 　　(77) 中町

水平  誠 　　　(61) 川原羽黒堂

菅𠩤  健治 　　(67) 小勝田間野

鈴木  ヒサヱ 　(94) 雲然碇

小林  富子 　　(90) 雲然碇

鈴木  正子 　　(76) 下延段添

髙村  テルヱ    (97) 広久内町後

佐藤  武郎  　(86) 広久内合野

佐藤  竹雄  　(60) 広久内前田

鈴木  潔  　　(77) 桧木内字吉田

柴田  イネ  　(86) 桧木内相内

金子  テイ　  (87) 桧木内字松葉

伊藤  ヨシ　  (88) 桧木内字松葉

村上  ハツヱ  (92) 桧木内字松葉

猪本  隆       (90) 西明寺字梨子木台

江橋  ミネ  　(90) 西明寺字佐曽田

石川  實  　　(82) 西明寺字宮田

伊藤  タマ  　(91) 門屋字六本杉

加藤  ハル    (101) 上荒井字中屋敷

進藤  薫         (60) 西荒井字熊野田

花葉館
角館芸能ボランティア連絡協議会
会長　菅原八重子
鈴木武司 ( 小渕野字小白川 )
武藤博夫 ( 桧木内字小滝 )

1 月 1 日号掲載のおくやみの中で年齢の誤りがありました。
・田代　五女 (92) →正 (78)　　・村上　キヌ (78) →正 (92)
訂正し謹んでお詫び申しあげます。

　連日の降雪による影響で、屋根の雪下ろしや、
落雪による事故が多発しています。今後も断続
的な大雪が予想されますので、作業時には注意
されますようお願いいたします。
　また、地域の消防団などが、消火栓や防火水
槽施設を点検していますが、降雪の状況により
地域の皆様からもご協力頂きますようお願いい
たします。　環境防災課 (43)3308

環境防災課からのお願いです 止めよう！車道への雪寄せ
　「走行中に道路に出された雪にヒヤリとした」
との声が聞かれます。車道への雪寄せは、交通
事故や交通渋滞の原因になります。
　安全で快適な道路環境の確保のために、皆さ
まのご協力をお願いいたします。
　建設課 (43)2294
　田沢湖地域センター (43)1115
　角館地域センター (43)3309

大
雪
に
ご
注
意
を
！



1
2
3
4
5
6

7
河正雄コレクション「故郷展」
■会期　3月27日まで　■場所　角館町平福記念美術館

　【オープニング記念イベント】
　■時間　10：30 ～　■場所　角館樺細工伝承館

8

9

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

第 3 回仙北市将来ビジョン策定委員会
■時間 18：10 ～　■場所　角館樺細工伝承館

10
上桧木内の紙風船上げ
■時間　15：00 ～　■場所　紙風船広場

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

11
おやま囃子芸能発表会
■時間　10：00 ～　■場所　角館交流センター

第 6 回仙北市民スキー大会
■時間　9：00 ～（受付）　■場所　たざわ湖スキー場・
　田沢湖スポーツセンタークロスカントリーコース

12 白岩城址燈火祭
■時間　17：00 ～ 20：00　■場所　白岩平城ほか

13

第 5 回仙北市みんなの庁舎検討委員会
■時間　14：00 ～ 16：00　■場所　西木総合開発センター

どんど焼き
■時間　13：00 ～　■場所　かたくり館前特設広場

14 認知症の方を考える家族の集い
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

 15 社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　西木公民館

16
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会・心配ごと相談
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

17

「麺恋こまち」料理教室＆食育講話
■時間　10：30 ～ 11：30　■場所　仙北市就業改善センター

中里のカンデッコあげ
■時間　18：30 ～　■場所　西木町桧木内字中里（賽之神堂前）

なろか
■時間　18：30 ～　■場所　仙北市役所田沢湖庁舎前駐車場

18
19

20 松葉・相内の裸参り
■時間　11：00 ～　■場所　西木町桧木内字松葉

仙北市の
行事予定 １日（火）～２０日（日）

２月
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建国記念の日

▼豪雪の事故や被害が連日報道され

ています。特に県南部では記録的な雪

の量となっています。仙北市内の雪の

量は、平成18年に比べたら少ない方

ですが、寒さは厳しく感じます。2月

は市内の小正月行事など盛りだくさん

（P3 参照）。雪や寒さに負けずぜひお

出かけください。（☆☆）　 ▼ 2 月は

市内で冬まつりや小正月行事などのイ

ベントが多く開催されます。18日か

ら20日に開催される田沢湖高原雪ま

つりでは、力作ぞろいの雪像やけっち

ぞり大会、屋台、花火大会など、お楽

しみがいっぱいです。（１０）　 ▼ 2月

10日に行われる上桧木内の紙風船上

げ。今回、準備作業を見せていただき

ました。忙しい中ありがとうございま

す。私も色塗りを体験。筆を持つ手が

震え、手伝いになってない…。スミマ

センでした。祭り当日、この紙風船見

つかるかなァ。（ーー）

編集後記

○○のつぶやき

火振りかまくら
13 日　■時間　17：00 ～　■場所　桜並木駐車場
14 日　■場所　角館町各町内

田沢湖高原雪祭り
■日時　18 日　18：00 ～ 21：00
　　　　19 日　10：00 ～ 21：00
　　　　20 日　10：00 ～ 15：00
■場所　たざわ湖スキー場特設会場　

表紙の 36 尺の巨大紙風船の原画です。




